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＜コルベール委員会とは＞ 

 
 
 
コルベール委員会は、オート･クチュール、香水、宝飾をはじめとして、皮革、ク

リスタル、銀細工、陶磁器、インテリア・ファブリック、またシャンパン、ワイン、

コニャック、そしてフランス料理、ホテルなどのフランスの高級ブランド 75 社によ
って構成されている組織です。‘質と創造力のフランス伝統の中から、最良のものを

保存し、より多くの人々にその喜びを伝える’という理念のもと、香水のゲラン社創

始者ジャン･ジャック･ゲランによって 1954年に発足しました。 
メンバーは信任投票で決定され、毎年メンバー間で互選をし、75％以上の支持で再
選出されます。会員数は 75に制限されています。 

 
 
コルベール委員会の活動目的は、各ブランドの品質とイメージの保持、伝統技術の

保護と育成を通じて、フランスの誇る「生活美学」（アール・ド・ヴィーヴル）を世

界に広めていくことです。 

 
 
このために次のような活動を行っています。 

 
＊ 若い才能を発掘するために、‘学生デザインコンクール’を開催。 
＊ フランス国内では、より若い世代に向けて、職人の仕事を理解し、興味を抱
かせるために、中学校などの教育機関と協力して‘職業クラス’といった、

メンバーのアトリエで実際の仕事をさせるカリキュラムを実施。 
＊ コルベールメンバー企業の経営者たちによる、高等教育機関＜ＥＮＡ（政治
学院）、パリ高等商業学院、コロンビア大学ビジネススクール、ニューヨーク

のパーソンズデザインスクールなど＞での授業。 
＊ 世界各国での偽造品防止対策活動。 
＊ 消費・市場調査。 
＊ 世界各地での展覧会、及びフェスティバル、シンポジウム等の開催。 

 
 
 


